
都
市
計
画
課 

☎
66
◆

1
1
4
2

地
区
計
画
変
更
案
の
縦
覧

建
築
基
準
法
の
一
部
改
正
に
伴

い
、
柏
原
工
業
用
地
地
区
計
画
を

変
更
す
る
に
あ
た
り
、
変
更
案
を

縦
覧
し
ま
す
。（
規
制
内
容
変
更

な
し
）

縦
覧
内
容
に
つ
い
て
意
見
の
あ

る
方
は
、
縦
覧
期
間
中
、
市
長
宛

て
に
意
見
書
を
提
出
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

と　

き　

５
月
17
日
㈭
～
31
日
㈭

と
こ
ろ　

都
市
計
画
課

福
祉
課 

☎
66
◆

1
1
0
6

特
別
障
害
者
手
当
な
ど
の
改
定

4
月
分
か
ら
各
手
当
額
が
次
の

と
お
り
改
定
さ
れ
ま
す
。

※
県
加
算
額
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。

◆
特
別
障
害
者
手
当

2
万
6
千
940
円(

旧
2
万
6
千
810

円)

◆
障
害
児
福
祉
手
当

1
万
4
千
650
円(

旧
1
万
4
千
580

円)

◆
経
過
的
福
祉
手
当　

1
万
4
千
650
円(

旧
1
万
4
千
580

円
）

学
校
教
育
課 

☎
66
◆

1
1
6
5

特
別
支
援
教
育
と
就
学
に

向
け
て
の
説
明
会

と　

き　

５
月
10
日
㈭　

午
後

１
時
30
分
～
３
時

と
こ
ろ　

市
民
会
館　

大
会
議
室

対　

象　

平
成
31
年
度
に
小
学

校
へ
入
学
す
る
お
子
さ
ん
の

保
護
者
で
、
お
子
さ
ん
の
発

達
が
気
に
な
る
方
、
就
学
に

つ
い
て
相
談
し
た
い
方　

参
加
費　

無
料

申
し
込
み
・
問
合
先　

保
育
園
・

幼
稚
園
を
通
じ
て
配
布
す
る

案
内
書
を
直
接
各
園
へ
。

※
未
就
園
の
場
合
は
学
校
教
育
課

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

農
林
水
産
課 

☎
66
◆

1
1
2
6

有
害
鳥
獣
の
駆
除
に
ご
協
力
を

有
害
鳥
獣（
カ
ラ
ス
、
ヒ
ヨ
ド

リ
、
カ
ワ
ラ
バ
ト（
ド
バ
ト
））
に

よ
る
農
作
物
へ
の
被
害
防
止
の
た

め
に
、
銃
具
に
よ
る
駆
除
を
行
い

ま
す
。
被
害
を
受
け
て
い
る
農
家

の
方
は
、
有
害
鳥
獣
駆
除
要
望
書

（
農
林
水
産
課
、
Ｊ
Ａ
各
支
店
に
あ

り
ま
す
）を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

と　

き　

５
・
６
・
７
・
９
月
・

平
成
31
年
３
月　

第
２
・
第
４

日
曜
日　

日
の
出
～
日
没

と
こ
ろ　

住
宅
地
を
除
く
市
内
全
域

防
災
課 

☎
66
◆

1
2
0
8

Ｊ
ア
ラ
ー
ト
全
国
一
斉

情
報
伝
達
訓
練

防
災
行
政
無
線（
屋
外
拡
声

器
）・
防
災
ラ
ジ
オ
に
よ
る
Ｊ
ア
ラ

ー
ト
伝
達
訓
練
を
行
い
ま
す
。
ご

協
力
を
お
願
し
ま
す
。

と　

き　

５
月
16
日
㈬　

午
前

11
時

と
こ
ろ　

市
内
全
域

市
民
課 

☎
66
◆

1
1
1
0

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

を
取
得
し
よ
う

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド（
個
人

番
号
カ
ー
ド
）
は
、
申
請
で
取
得

で
き
る
顔
写
真
付
き
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド

で
す
。
本
人
確
認
時
の
公
的
な
身

分
証
明
書
と
し
て
利
用
で
き
、
こ

れ
一
枚
で
本
人
確
認
が
で
き
ま
す
。

郵
送
・
パ
ソ
コ
ン
・
ス
マ
ホ
、

申
請
機
能
つ
き
証
明
写
真
機
か
ら

申
請
で
き
ま
す
。（
マ
イ
ナ
ン
バ

ー
カ
ー
ド
交
付
申
請
書
を
紛
失
し

た
方
、
通
知
カ
ー
ド
受
領
後
に
住

所
氏
名
が
変
わ
っ
た
方
は
市
民
課

で
申
請
書
を
再
交
付
し
ま
す
。）

問
合
先　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
総
合

フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル（
☎︎
０
１
２

０
◆

95
◆

０
１
７
８
）

◎休日水道お客様センター� 土・日・祝日（年始を除く）午前8時30分～午後5時　☎66◆1129
� 水道料金などの収納、開閉栓の受付および開閉栓作業ができます。
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住宅用火災警報器 工業統計調査を実施します
設置状況調査にご協力を

　火災の早期発見・早期通報・初期消火・避
難行動を促す住宅用火災警報器の普及啓発
と、設置後の適切な維持管理状況を確認する
ため、調査員が個別に住宅を訪問します。

　全国の工業の実態を明らかにするための調査
にご協力をお願いします。

消防本部予防課 ☎ 68 ◆ 0937 観光商工課 ☎ 66 ◆ 1118

と　き　　５月14 日（月）～31日（木）
　　　　　午前10 時～午後4 時
対　象　　120 世帯
調査員　　消防本部職員と女性防火クラブ員
調査項目　住宅用火災警報器の設置状況、設
　　　　　置場所、維持管理状況、住宅区分
　　　　　など
調査結果　 総務省消防庁が取りまとめ、消防

本部ホームページで公表予定。

調査対象　製造業を営む事業所・企業
調査期日　６月１日（金）現在　
調査内容　名称・所在地・従業者数・
事業内容・製造品出荷額の金額など
調�査方法　５月上旬頃、調査員が従業

員数に応じて、該当する調査票を配
付します。
回�答方法　オンライン回答または紙

の調査票に記入して調査員へ提出
してください。

※ 調査員は、身分が分かる顔写真入りの調
査員証を携帯しています。

※ 調査の結果は、国や地方公共団体の行政
施策の重要な基礎資料として使われる
など、広く利用されています。

便利なオンライン回答を
ぜひご利用ください。

回答は６月７日（木）まで


